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  This study, we focused on the utilization of scientific knowledge by using the concept of 
''knowledge for connection'', which is similar to the phenomenon treated in class.  The purpose of 
this study was to clarify the actual condition of the child's utilization ability. for connection 
Knowledge refers to "knowledge that connects laws and things understood by them". To this end, 
in order to achieve this goal, in the 6th grade of elementary school "phases of the moon", acquisition 
of knowledge for connection and a question to investigate children's understanding and utilization 
of phases of the moon by practicing classes aimed at application. The subject was carried out. As a 
result, the children who acquired the connection knowledge answered correctly compared with the 
children who did not. It was confirmed that the rate was high. For this reason, in the course of the 
moon's phases, the concept of acquiring and applying knowledge for connection is considered. 
From the point, the effect of carrying out the class was indicated.  
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問題 5：昼 12時、東の空に月が見えていました。 
どんな形の月ですか。 
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2019 年 8 月 30 日 事前調査（月の満ち欠けの
基礎的理解調査：図４の問
題１から問題４を使用） 
2019 年 9 月 6 日
（月齢 6.7 上弦の
月）～10 月 11 日
（月齢 12.4） 
授業（約 1 か月間） 
2019 年 10 月 16 日 理解度調査（接続用知識の
獲得状況調査：図４の問題
１から問題６を使用）  
































































切に使用して全問正答していた児童は 33 名中 11
名であった。したがって，この 11 名を獲得群（A
群），残りの 22 名を非獲得群（B 群）とした。 




















の通りである。33 名中，問題１の正答者は 7 名，
































ていた。非獲得群（Ｂ群）においても 22 名中 11
名の児童が同様の説明をしており，正答者が両群
ともに半数を超えていた。 
表４ 活用力調査での問題ごとの正誤者数と p値 
 問題１ 問題２ 問題３ 
正 誤 正 誤 正 誤 
A 群 
N=11 
5 6 8 3 10 1 
B 群 
N=22 
2 20 11 11 8 14 







正答率 問題１ 問題２ 問題３ 問題４ 
全体 
N=33 
45.5 15.2 33.3 12.1 
A 群 
N=11 
54.5 18.2 45.5 9.1 
B 群 
N＝22 




































































問題１ 問題２ 問題３ 
A 群 
N=11 81.8 90.9 100.0 
B 群 
N=22 50.0 63.6 63.6 
図８ 正答者の描画の一例 
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も接続用知識を適用して解答を試みる児童が多く，
また，正答率も高いことが確認された。このこと
から，月の満ち欠けの授業においては，接続用知
識の獲得と適用といった観点から授業を実施する
ことの効果が示唆された。今後の課題は以下の点
である。 
本研究は小学校第 6 学年の「月の満ち欠け」に
限定されたものである。そのため，今後は他の単
元でも活用力の観点から，接続知識を何にするか，
適用する対象としての類似事象を何にするかにつ
いて検討していく必要がある。 
 
注 
1) 接続用知識とは，法則的知識と個別的知識の
両者を関係付けるための着眼点となる知識で
あると考えられる。西林（2001）は，知識の
三層構造による事象の理解の仕方を提唱して
いる。西林によれば，事象を理解できないの
は，接続用知識が欠如しているためであると
いう。本研究ではこの考え方を援用し，学ん
だ知識を類似事象に適用できないのは，接続
用知識が欠如しているために法則的知識と類
似の個別的知識との間に関係性を見いだすこ
とができないためであると考えた。 
2) 接続用知識の重要性については科学史を例に
説明することもできる。例えば，ニュートン力
学での地球上の物体の運動に関する法則は当
初，惑星の運行に関する観測データを説明す
ることができなかった。しかし，ケプラーは太
陽系モデルを導入することによって，運動の
法則を地球上だけではなく惑星の運行に適用
し説明することができた。これによりケプラ
ーはケプラーの法則を導き出し，ニュートン
は後に万有引力の法則として体系化する。こ
の時，ケプラーが導入した太陽系モデルは，運
動の法則と惑星の観測データとを関係付ける
接続用知識の働きをしたことになると考えら
れる。そして，この太陽系モデルは，惑星と衛
星，地球と人工衛星など，類似の事象にも適用
される。このような科学史における自然認識
の発展過程を本研究では児童の学習における
理解と知識の適用に援用している。 
3) 接続用知識を用いた理科授業に関わる先行研
究については，調査した範囲では関連すると
思われる論文は見当たらなかったが，日本理
科教育学会全国大会発表論文集にその記載が
ある。小野耕一（2020）は，臓器同士の関係
の学習に「各臓器は血管を通してつながって
いる」という接続用知識を導入することで理
解が促進される可能性があると述べている。
しかしながら，接続用知識として導入した知
識が，接続用知識の働きをするか否かの検討
や理解と活用の側面からの授業効果の報告は
なされていないようである。 
4) 接続用知識として用いた「離角」という科学
用語は，「地球から見た場合に，月あるいは
惑星と太陽とがなす角度」と定義される用語
であり，東方最大離角や西方最大離角のよう
に，天文分野の学習において用いられるた
め，本研究ではこの用語を用いることにし
た。 
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